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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リズム音源信号を含むオーディオ信号からなる時間軸圧伸処理すべきマルチトラック音
源信号において、前記マルチトラック音源信号のうちのリズムトラック音源信号からアタ
ック位置を検出し、この検出されたアタック位置の間のリズムトラック音源信号に対して
時間軸圧伸処理を施すと共に、前記アタック位置に基づいて前記マルチトラック音源信号
のリズムトラック音源信号を除いた他のトラック音源信号に対しても時間軸圧伸処理を施
すマルチトラック音源信号の時間軸圧伸処理方法であって、
　前記マルチトラック音源信号のうち、リズムトラック音源信号に対しては、前記検出さ
れたアタック位置とその近傍とを除いた部分について時間軸圧伸処理を行いこの時間軸圧
伸処理された信号の両端を時間軸圧伸処理されない信号と滑らかに結合するようにすると
共に、残りのトラックの音源信号に対しては、前記アタック位置において時間軸圧伸処理
による結合部がそれぞれ同期するようにしたことを特徴とするマルチトラック音源信号の
時間軸圧伸方法。
【請求項２】
　リズム音源信号を含むオーディオ信号からなる時間軸圧伸処理すべきマルチトラック音
源信号のうちのリズムトラック音源信号からアタック位置を検出するアタック位置検出手
段と、
　このアタック位置検出手段で検出されたアタック位置間のマルチトラック音源信号をピ
ッチを変えずに予め指定された圧伸率で時間軸圧伸処理する時間軸圧伸処理と
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　を備え、
　前記時間軸圧伸処理手段は、前記マルチトラック音源信号のうち、リズムトラック音源
信号に対しては、前記検出されたアタック位置とその近傍とを除いた部分について時間軸
圧伸処理を行いこの時間軸圧伸処理された信号の両端を時間軸圧伸処理されない信号と滑
らかに結合するようにすると共に、残りのトラックの音源信号に対しては、前記アタック
位置において時間軸圧伸処理による結合部がそれぞれ同期するようにしたことを特徴とす
るマルチトラック音源信号の時間軸圧伸装置。
【請求項３】
　コンピュータに、
　リズム音源信号を含むオーディオ信号からなる時間軸圧伸処理すべきマルチトラック音
源信号のうちのリズムトラック音源信号からアタック位置を検出するステップと、
　この検出されたアタック位置間のマルチトラック音源信号をピッチを変えずに予め指定
された圧伸率で時間軸圧伸処理するステップと
　を実行させ、
　前記時間軸圧伸処理するステップでは、前記マルチトラック音源信号のうち、リズムト
ラック音源信号に対しては、前記検出されたアタック位置とその近傍とを除いた部分につ
いて時間軸圧伸処理を行いこの時間軸圧伸処理された信号の両端を時間軸圧伸処理されな
い信号と滑らかに結合するようにすると共に、残りのトラックの音源信号に対しては、前
記アタック位置において時間軸圧伸処理による結合部がそれぞれ同期するようにする
　ことを特徴とするマルチトラック音源信号の時間軸圧伸プログラムを記録してなるコン
ピュータに読み取り可能な記録媒体。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、原ディジタル信号のピッチを変えずに原ディジタル信号を所望とする圧伸率
で時間軸圧伸するディジタル信号の時間軸圧伸方法及び装置に関し、特にマルチトラック
音源信号に対する時間軸圧伸方法及び装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ディジタル・オーディオ信号のピッチを変えずに、その信号の時間軸を圧縮又は伸長する
時間軸圧伸技術は、例えば、収録されたディジタル・オーディオ信号全体の収録時間を所
定の時間に合わせ込む所謂「尺合わせ」やカラオケ装置等のテンポ変換等に利用される。
従来より、この種の時間軸圧伸技術としては、例えば特開平10-282963号公報に開示され
ているカット・アンド・スプライス法やポインター移動量制御による重複加算法（“ポイ
ンター移動量制御による重複加算法を用いた音声の時間積での伸長圧縮とその評価”；森
田、板倉、昭和61年10月；日本音響学会秋期大会講演論文集1-4-14，PP149）等が知られ
ている。
【０００３】
一般的なカット・アンド・スプライス法による時間軸圧伸処理は、原オーディオ信号にお
いて波形とは無相関に波形の切り出しを行った後、切り出した波形を繋ぎ合わせて指定さ
れた圧伸率での圧伸処理を行うものである。この時、切り出し波形同士の繋ぎの部分では
、波形の不連続が生じるので、クロスフェード処理を行ってフレームの繋ぎ部分を滑らか
にしている。この場合、切り出し間隔は、人間の聴覚上でエコー感や音のダブリ感が知覚
されにくい間隔、例えば60ｍsec程度に設定され、特に特開平10-282963号の方式では、音
声タイミング情報に同期して切り出しの長さを決めている。この方式では通常の方式に比
べ、元波形のリズムと同じ周期で繋ぎ目が現れるので、繋ぎ目の部分の音質変化が目立ち
にくいという特徴がある。
【０００４】
一方、ポインター移動量制御による重複加算法では、原オーディオ信号において波形相関
の最も高い隣接した同じ長さの２つの区間を抽出し、これらの区間の信号を重複加算して
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この重複加算された信号を元の２つの区間と入れ換えたり、元の２つの区間の間に挿入し
たりすることで、全体的な時間を変化させている。この方式は、カット・アンド・スプラ
イス法よりもスムーズな波形接続が可能となるので、特に音声信号や単音楽器のようなピ
ッチ性の高い音源に対して、より品質の高い時間軸圧伸処理が可能となる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の一般的なカット・アンド・スプライス法では、どのような信号を対
象としてもそれなりの音質が期待できるというメリットはあるものの、波形とは無相関に
決められた切り出し位置により、やはり波形の繋ぎ目での音質変化は知覚されやすく、特
にリズム音源を対象とした場合には、二度打ちやリズムの狂いといった非常に目立つ音質
劣化を発生させやすいという問題がある。また、ボーカルトラックやピアノトラック、リ
ズムトラック等の複数のトラックで構成されるマルチトラック音源を対象とした場合には
、各トラックを別々に時間軸圧伸処理すると、時間軸圧伸処理後の各トラックの発音タイ
ミングがずれてしまうという問題もある。
【０００６】
また、特開平10-282963号の方式では、元波形のリズムに同期したカット・アンド・スプ
ライスとなっているが、特に伸長の場合、波形を切り出す際に２つのアタックが一つの切
り出し波形の中に含まれることがあり、この場合二度打ちが発生する。更に、ポインター
移動量制御による重複加算法では、波形の時間相関を見ながら時間軸圧伸を行うため、二
度打ちは原理的に起きないと考えられる。しかし、時間軸圧伸後のアタック位置について
は全く保証されておらず、この結果、リズムのずれが生じ易い。
【０００７】
この発明は、このような問題点に鑑みなされたもので、マルチトラック音源信号に対して
適切な時間軸圧伸処理を施して、マルチチャンネル再生やミックスダウン後の再生の音質
劣化を防ぐマルチトラック音源信号の時間軸圧伸方法及び装置を提供することを目的とす
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
この発明に係るマルチトラック音源信号の時間軸圧伸方法は、リズム音源信号を含むオー
ディオ信号からなる時間軸圧伸処理すべきマルチトラック音源信号において、前記マルチ
トラック音源信号のうちのリズムトラック音源信号からアタック位置を検出し、この検出
されたアタック位置の間のリズムトラック音源信号に対して時間軸圧伸処理を施すと共に
、前記アタック位置に基づいて前記マルチトラック音源信号のリズムトラック音源信号を
除いた他のトラック音源信号に対しても時間軸圧伸処理を施すようにしたことを特徴とす
る。
【０００９】
また、この発明に係るマルチトラック音源信号の時間軸圧伸装置は、リズム音源信号を含
むオーディオ信号からなる時間軸圧伸処理すべきマルチトラック音源信号のうちのリズム
トラック音源信号からアタック位置を検出するアタック位置検出手段と、このアタック位
置検出手段で検出されたアタック位置間のマルチトラック音源信号をピッチを変えずに予
め指定された圧伸率で時間軸圧伸処理する時間軸圧伸処理手段とを備えたことを特徴とす
る。
【００１０】
更に、この発明に係るマルチトラック音源信号の時間軸圧伸プログラムは、リズム音源信
号を含むオーディオ信号からなる時間軸圧伸処理すべきマルチトラック音源信号のうちの
リズム音源信号からアタック位置を検出するステップと、この検出されたアタック位置間
のマルチトラック音源信号をピッチを変えずに予め指定された圧伸率で時間軸圧伸処理す
るステップとを備えたことを特徴とする。
【００１１】
この発明によれば、マルチトラック音源信号におけるリズム音源信号のアタック位置を検
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出し、検出されたアタック位置間でマルチトラック音源信号に対する時間軸圧伸処理を施
すようにしているので、信号電力が大きいアタック波形から起こる聴覚マスキング効果に
より、クロスフェード処理での波形の繋ぎ目の音質変化は知覚されにくい。また、アタッ
ク位置の間隔も圧伸率に応じて圧縮又は伸長されることになるので、圧伸処理前後のアタ
ック位置の相対関係は完全に維持され、カット・アンド・スプライス法による音質変化が
知覚されない高品質な再生音を得ることができる。
【００１２】
この発明は、好ましくは、マルチトラック音源信号のうち、リズムトラック音源信号に対
しては、その検出されたアタック位置とその近傍とを除いた部分について時間軸圧伸処理
を行いこの時間軸圧伸処理された信号の両端を時間軸圧伸処理されない信号と滑らかに結
合するようにすると共に、残りのトラックの音源信号に対しては、上記アタック位置にお
いて時間軸圧伸処理による結合部がそれぞれ同期するようにする。滑らかに結合させるに
は、例えば時間軸圧伸処理の際に、両端部での処理波形が元の信号波形とほぼ似通うよう
にしたり、或いはクロスフェード処理で結合させるようにすればよい。上記処理によって
時間軸圧伸が施されたマルチトラック音源信号を再生した場合、アタックの部分の波形は
そのまま維持されるので、信号が持つ本来の音に近い音が得られる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、この発明の実施例を説明する。
図１は、この発明の一実施例に係るマルチトラック音源信号の時間軸圧伸装置の基本構成
を示すブロック図である。
時間軸圧伸すべきマルチトラック音源信号であるディジタル・オーディオ信号x(t)は、ア
タック検出部１に入力されている。このアタック検出部１では、マルチトラック音源信号
のうちのリズムトラック音源信号に存在する、“アタック”を検出する。即ち、アタック
の波形レベルでは信号電力の急激な集中と変化となっているので、ある閾値によって単位
時間当たりの信号電力の評価を行うと共に、この信号電力の時間微分によって、波形の急
激な変化点を検出するのである。この２つの検出動作を組み合わせることにより、リズム
トラック音源内のほぼ全てのアタックの検出が可能になり、この検出結果は、アタック位
置情報として時間軸圧伸処理部２に出力される。
【００１４】
一方、入力オーディオ信号x(t)は、時間軸圧伸処理部２にも供給されており、この時間軸
圧伸処理部２は、入力されたオーディオ信号のうち、アタック検出部１で検出されたリズ
ムトラック音源信号のアタック位置間の信号について時間軸圧伸処理を施すと共に、その
検出されたアタック位置に基づき、他のトラックについても同様に時間軸圧伸処理を行う
。この時間軸圧伸処理部２における圧伸方式としては、カット・アンド・スプライス法、
ポインタ移動量制御による重複加算法、リバーブ、ティザ、ループの繰り返し等種々の方
法を適用することができる。ここでは、主としてカット・アンド・スプライス法による圧
伸方式について説明する。
【００１５】
図２は、図１で示されたマルチトラック音源信号の時間軸圧伸装置の構成を更に詳しく説
明するための図である。
入力されたマルチトラック音源信号は、例えばリズムトラックTr、ボーカルトラックT1、
ピアノトラックT2及びその他のトラックTnからなり、リズムトラックTrの音源信号につい
ては、アタック検出部１でアタック位置の検出が行われる。その結果得られたアタック位
置情報ATは、各トラック毎に設けられた時間軸圧伸処理部２1,２2,２3,．．．,２nへ伝送
される。時間軸圧伸処理部２1～２nでは、伝送されてきたアタック位置情報ATに基づき各
トラック音源信号のアタック位置間の信号に時間軸圧伸処理を施す。この時間軸圧伸処理
の際に、切り出された波形の両端部での処理波形が、元の信号波形とほぼ似通うように処
理をしたり、或いはクロスフェード処理をしたりすることにより、時間軸圧伸処理された
信号の両端を時間軸圧伸処理されない信号と結合させる時に、繋ぎ目の目立たない滑らか
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な結合を可能にする。こうして時間軸圧伸処理部２1～２nで時間軸圧伸処理された各トラ
ックの音源信号は、ミキシング回路３に入力される。ミキシング回路３に入力された各ト
ラックの音源信号は、ミキシング回路３内部にある加算器４にて合成され、ミキシング処
理を施された後、ミキシング処理された信号MTとして出力される。
【００１６】
図３Ａは、リズムトラック音源信号に対する時間軸圧伸処理部２の基本構成を示すブロッ
ク図である。
マルチトラック音源信号のうち、入力されたリズムトラック・オーディオ信号Trx(t)は、
遅延バッファ11に保存される。この遅延バッファ11は、波形の時間軸伸長処理及びピッチ
抽出処理等に必要なデータ量が格納されるリングバッファであり、遅延バッファ11に保存
されたオーディオ信号は、隣接波形読出制御部12の制御に基づき種々の区間長で切り出さ
れ、隣接波形のデータとして順次読み出される。波形類似度計算部13は、隣接波形読出制
御部12の制御のもとで読み出された隣接波形のデータの類似度を計算する。制御部14は、
求められた類似度から隣接波形が最も類似する区間長を求め、これを基本周期（ピッチ）
Lpとして波形読出制御部15に出力する。波形読出制御部15は、アタック検出部１で検出さ
れ、制御部14に与えられたアタック位置情報ATに基づき、アタック間の信号について与え
られた基本周期Lpだけ離れた２つのデータを遅延バッファ11から読み出す。遅延バッファ
11から読み出された２つのデータD1，D2は、波形窓掛け・加算部16、圧伸率制御部17及び
出力バッファ18からなる圧伸処理制御手段に供給される。波形窓掛け・加算部16に供給さ
れたデータD1，D2は、ここで所定の時間窓関数を乗算されて加算される。また、一方のデ
ータD2は、圧伸率制御部17にも供給されており、圧伸率制御部17では、制御部14から与え
られる圧伸処理の対象長さLの情報に基づいて、原オーディオデータから波形を切り出す
。圧伸処理の対象長さLは、予め設定された圧伸率Rと、抽出された基本周期Lpとに基づき
制御部14で算出される。そして、波形窓掛け・加算部16で加算された波形と圧伸率制御部
17で切り出された原波形とが、出力バッファ18において合成処理されて時間軸圧伸された
出力リズムトラック・オーディオ信号Try(t)が生成されるのである。
【００１７】
また、図３Ｂは、リズムトラック音源信号を除くマルチトラック音源信号に対する時間軸
圧伸処理部２の基本構成を示すブロック図である。
時間軸圧伸すべきマルチトラック・オーディオ信号Tnx(t)は、波形メモリ21に順次格納さ
れる。波形メモリ21は、波形の時間軸伸長処理等に必要なデータ量が格納されるリングバ
ッファである。波形メモリ21に格納されたオーディオ信号は、読出位置制御部22の制御に
基づき種々の切り出し開始位置から所定のデータ長で順次読み出される。読出位置制御部
22は、制御部14からの圧伸率Ｒとアタック位置情報とに基づいて波形メモリ21からの２つ
のデータの読出位置を制御する。波形メモリ21から読み出されたデータd1，d2は、クロス
フェード部23に供給され、ここで制御部14からのアタック位置情報に基づきアタック位置
に同期したクロスフェード処理を施される。出力カウント部24は、出力信号のデータ数を
カウントすると共に、クロスフェード処理された出力マルチトラック・オーディオ信号Tn
y(t)を出力する。制御部14は、外部から指定された圧伸率Ｒに基づいてクロスフェード時
間等を決定したり、アタック位置情報に基づいて切り出しデータ長等を決定する。また、
制御部14は、決定された切り出しデータ長を出力カウント部24にセットし、出力カウント
部24が制御部14によってセットされた切り出しデータ長をカウントしたら、次の切り出し
を実行するように各部を制御する。
【００１８】
次に、このように構成された本実施例の装置の動作を説明する。
図４は、アタック検出部１におけるリズムトラック音源信号のアタック検出処理の手順を
示すフローチャートである。
アタックの位置は、信号電力Powとその時間微分値Spwとにより求めることができる。信号
電力Powの計算は、図６に示すように、予め定めた信号電力計算時間T1の信号について、
予め定めた信号電力評価更新時間長T2で順次更新しながら行う。ここでは、T1＝３msec，
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T2＝１msecとする。
【００１９】
先ず、ステップS1で入力信号をx(t)とし、時間軸上の前のアタック位置をPreAtkとする。
ステップS2で入力信号x(t)のアタックが300msecを超えている場合には、ステップS13にて
300msecを区切りとして時間軸圧伸し、300msecを超えていない場合には、ステップS3へ進
む。ステップS3では、この場合３msecの入力信号x(t)から信号電力Powを次式、
【００２０】
【数１】
Pow＝sqrt[Σx(t)]
【００２１】
により求める。ステップS6で、求められた信号電力Powに対してこの場合1000に設定され
た閾値による評価を行う。しかし、アタックとは言っても信号波形の立ち上がりが急峻で
あるだけで、実際立下りはかなりの持続時間を持つものも多いので、ステップS5で、１つ
前のフレームの信号電力PrePowとの差分絶対値Dpwを次式、
【００２２】
【数２】
Dpw＝abs(PrePow－Pow)
【００２３】
のように求め、ステップS7及びステップS8で、この差分Dpwが閾値を超える場合を検出す
る。この時、信号の中の平均電力AvePowの大きな部分と小さな部分で、その閾値を変更す
ることが望ましい。何故なら、平均電力AvePowの大きな部分では、その中にアタックが存
在した場合、差分Dpwの値は小さなものとなってしまうからである。また、信号電力Powの
小さな部分では、アタックの急激な立ち上がりにより差分Dpwの値は大きなものとなる。
具体的には、電力の平方根、つまり元の信号の振幅スケールに対しての差分の値を、例え
ばステップS7にあるように、信号電力Powの大きな部分に対しては500、ステップS8にある
ように、小さな部分に対しては1000を適用する。尚この時、ステップS6での平均電力AveP
owの評価においても、ステップS8と同じく1000を適用する。
【００２４】
このように計算された信号電力Powに対して、ステップS4にてその時間微分Spwを次式、
【００２５】
【数３】
Spw＝dPow／dt
【００２６】
のように求める。この際、本来のアタックよりも少し前の場所を検出するために、過去の
３つのフレームの信号電力を平均化して、それを元に微分値を計算する手順の傾き計算を
すると良い。ステップS7及びステップS8では、この傾きが所定の閾値以上の場合を検出す
る。
【００２７】
このような上述の処理によりステップS9にて、アタックの候補Atkが検出される。但し、
実際にはアタックの間隔は殆どが30msec以上の間隔となっているため、ステップS10及び
ステップS11では、アタックを検出した場合には、それが前回検出したアタックから30mse
c以上間隔を空けているかどうかを検出条件としている。アタックが検出されなかった場
合には、ステップS12で平均電力AvePow及び前回の電力PrePowを更新して以上の処理を繰
り返す。アタックが300msecを超えても存在しない場合には、前述のようにステップS2及
びステップS13で300msecを上限として時間軸圧伸処理を施す。
【００２８】
例えば、図５に示すように、リズムトラック音源の入力信号x(t)のアタックが８secと8.0
3secの位置で検出されたとする。この時の伸長率が120%であるとすると、アタック間の30
msecの信号が36msecに伸長される。時間軸伸長後の出力信号y(t)の最初のアタック位置が
それまでの伸長処理により決定される位置、例えば9.6secであれば次のアタック位置は、
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36msec後の9.636secとなる。
【００２９】
こうしてリズムトラックTrから求められたアタック位置に基づき、図６に示すように、時
間軸圧伸処理部２ではその他のトラックT1～Tnについてその求められたアタック位置情報
ATに基づき波形の切り出しを行い、カット・アンド・スプライス法により時間軸圧伸処理
を施す。図６の場合、時間軸伸長を行ったもので、時間軸伸長された信号の両端と時間軸
伸長されない信号とはクロスフェード処理により、滑らかに結合している。
【００３０】
図７及び図８は、リズムトラックに対する時間軸圧伸手法を説明するための図であり、図
７は、圧縮処理、図８は、伸長処理をそれぞれ示している。
まず、同図(a)に示すように、原オーディオデータの時間軸方向の隣接波形区間の類似性
判定処理を行って基本周期Lpを抽出する。具体的には、区間長の初期値を最小値Lminに設
定して隣接する区間長Lminの波形の類似度を判定する。これを区間長が最大値Lmaxとなる
まで繰り返し、最も類似していると判定された区間長を同図(b)のように基本周期Lpと決
定する。次に、決定された基本周期Lpの隣接する２つの波形に同図(c)に示すような窓関
数を掛けて、これらを同図(d)，(e)，(f)に示すように重ね合わせる。図７(f)のように、
重ね合わせた波形を２つの基本周期の波形と置き換えれば時間軸圧縮となり、図８(f)の
ように、重ね合わせた波形を２つの基本周期の波形の間に挿入すれば時間軸伸長となる。
【００３１】
また、図９及び図10は、リズムトラックを除くマルチトラックに対する時間軸圧伸手法を
説明するための図である。図９は圧縮処理、図10は伸長処理をそれぞれ示している。リズ
ムトラック以外のトラックでは、アタック位置でのみクロスフェードを行う。この方がア
タック位置での聴感マスキング効果の面で望ましいと言えるからである。波形の切り出し
長さをLs1，Ls2、切り出された波形の後端位置をto、次の切り出し波形の先頭位置をtxと
し、toからtxまでのオフセット長さLoff時間内に現在の終端部と次に切り出す波形の先端
部のクロスフェード期間tcfでクロスフェード処理を行う。このクロスフェード期間tcfを
波形の切り出し長さLs1とLs2とで重ね合わせれば図９で示すように時間軸圧縮となり、Ls

1とLs2との間に挿入すれば図10に示すように時間軸伸長となる。
【００３２】
図11は、リズムトラックに対する時間軸圧伸処理の手順を示すフローチャートである。
リズムトラック音源の入力信号x(t)は、ステップS21で遅延バッファ11に必要な量が格納
される。この遅延バッファ11の容量は、最低でも波形の区間長の最大値Lmax×２のサンプ
ル容量が必要である。次に、ステップS22で、類似度判定のための基本周期区間長Lpの初
期値として最小値Lminが与えられ、類似度Sとして最大値Smaxが与えられる。そしてステ
ップS23で類似度Sが計算されると共に、ステップS24で区間長Lpを１つずつ増やし、ステ
ップS25及びステップS23でLpが最大値Lmaxに達するまで類似度Sを計算し、最終的にステ
ップS23にて最も類似性の高かった区間長Lpを求める。
【００３３】
図７及び図８を参照して明らかなように、現在点T0からT0+Lp－1間での区間の波形Wave A
と、T0+LpからT0+2Lpまでの区間の波形Wave Bとの類似度演算をすることにより類似性判
定を行う。これらの区間の対応する各時間軸方向の位置をtx,tx+Lpとすると、類似度Sは
二乗誤差によって次式、
【００３４】
【数４】

【００３５】
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で求めることができる。この場合、類似度Sが小さいほど類似性が高いことを示すことに
なる。勿論、このような二乗誤差の他に誤差の絶対値和や自己相関関数を用いることもで
きる。
【００３６】
この装置の時間軸圧伸処理部２では、例えば図12に示すように、アタック位置間の区間の
前端部分（アタック位置）及び後端部分（次回アタック位置の直前位置）の信号は、その
ままとして、その中間部分の信号を時間軸圧伸処理する。時間軸圧伸処理は、時間軸圧伸
処理された信号の両端において、時間軸圧伸処理されない信号と滑らかに結合されるよう
に行う。これにより、リズムトラックにおいて最も目立つアタックの部分の波形はそのま
ま維持され、他のトラックにおいては、たとえそのトラックのアタック位置で時間軸圧伸
が行われ、音質変化が起こったとしても、リズムトラックの信号電力が他のトラックの信
号電力よりも大きいという信号特性による聴覚のマスキング効果によって、音質変化は認
識されにくいので、本来の音に近い音が得られる。
【００３７】
また、このようにアタック位置を基本とする時間軸圧伸処理では、その処理はアタック間
で完結し、アタック位置の前後の信号は一切用いないことが重要であり、かつ時間軸圧伸
処理された信号と時間軸圧伸処理されない信号とを滑らかに接続しなければならない。こ
の場合、例えば時間軸圧伸処理をポインタ移動量制御による重複加算法によって行うと、
必ず処理しきれない部分が発生し、特に時間軸圧伸率が100%に近い部分ではこの部分が非
常に長くなってしまう。
【００３８】
そこで、その解決策の一例として、時間軸伸長時に処理しきれなかった部分をアタック位
置間の後端部分からクロスフェードに必要な分のデータを取り出して、一部をクロスフェ
ードすることにより時間的なつじつまを合わせる処理を図13は示している。また、時間軸
伸長におけるクロスフェード時にデータが足りない場合の解決策として、一部のデータを
繰り返して伸長を行う処理を図14は示している。
【００３９】
時間軸圧縮時にも伸長時と同様に、処理しきれなかった部分をクロスフェードして時間軸
圧縮している。その時間軸圧縮時の様子を図15は示しており、圧縮時にはデータが不足す
ることはあり得ないので、全てアタック位置間の後端部分から必要なデータを取り出しク
ロスフェードすればよいのである。
【００４０】
【発明の効果】
以上述べたように、この発明によれば、マルチトラック音源信号におけるリズムトラック
音源信号のアタック位置を検出し、検出されたアタック位置間で時間軸圧伸処理を施し、
その時間軸圧伸処理をその他の全てのトラックにも実施するようにしているので、マルチ
チャンネル再生やミックスダウン後の再生を行う際に、時間軸圧伸による音質変化が知覚
されない高品質な再生音を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の一実施例に係るマルチトラック音源信号の時間軸圧伸装置の基本構
成を示すブロック図である。
【図２】　同装置の構成を更に詳しく説明するための図である。
【図３Ａ】　同装置におけるリズムトラック用の時間軸圧伸処理部の構成を示すブロック
図である。
【図３Ｂ】　同装置におけるリズムトラック以外のトラック用の時間軸圧伸処理部の構成
を示すブロック図である。
【図４】　同装置におけるアタック検出部の処理を示すフローチャートである。
【図５】　同装置による時間軸圧伸処理前後の信号の様子を示す波形図である。
【図６】　同装置におけるアタック検出部の処理での信号電力計算時間と更新時間及び時
間軸圧伸処理部での時間軸伸長のイメージを示す図である。
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【図７】　同装置におけるリズムトラックの時間軸圧縮処理を示す波形図である。
【図８】　同装置におけるリズムトラックの時間軸伸長処理を示す波形図である。
【図９】　同装置におけるリズムトラック以外の時間軸圧縮処理を示す波形図である。
【図１０】　同装置におけるリズムトラック以外の時間軸伸長処理を示す波形図である。
【図１１】　同装置におけるリズムトラックの時間軸圧伸処理のフローチャートである。
【図１２】　この発明における他の実施例に係る時間軸伸長処理前後の信号を示す波形図
である。
【図１３】　同処理におけるクロスフェード処理を説明するための図である。
【図１４】　同処理におけるクロスフェード処理を説明するための図である。
【図１５】　この発明の他の実施例に係る時間軸圧縮処理におけるクロスフェード処理を
説明するための図である。
【符号の説明】
１…アタック検出部、２…時間軸圧伸処理部、11…遅延バッファ、12…隣接波形読出制御
部、13…波形類似度計算部、14…制御部、15…波形読出制御部、16…波形窓掛け・加算部
、17…圧伸率制御部、18…出力バッファ、21…波形メモリ、22…読出位置制御部、23…ク
ロスフェード部、24…出力カウント部。

【図１】

【図６】

【図２】
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